
2001年出土の木簡
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１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
河
北
郡
宇
ノ
気
町
指
江

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
九
月
―

一
二
月
、　
一
九
九
九
年
六

月
―
二
〇
〇
〇
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
久
田
正
弘

。
三
谷
正
輝

。
大
西
　
顕

・
藤
井
秀
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、
河
北
潟
を
見
下
ろ
す
丘
陵
裾
部
に
位
置
す
る
。
遺
構
の
主
体
は
古

墳
時
代
後
期
―
中
世
の
も
の
で

あ
る
。
調
査
は
、
画
場
整
備
事

業
の
事
前
調
査
と
し
て
行
な
っ

た
も
の
で
、
二
年
度
に
及
び
計

六
三
〇
〇
♂
を
発
掘
し
た
。
発

掘
区
は
Ａ
Ｉ
Ｉ
区
に
わ
け
た
が
、

幡

そ
の
う
ち
Ｅ
区
及
び
Ｇ
区
河
道
、

津

そ
し
て
‐
区
河
道
か
ら
木
簡
が

く

出
土
し
た
。
Ｅ
区
及
び
Ｇ
区
の

河
道
は
同

一
の
も
の
で
、
幅
五

・
五
―

一
〇
ｍ
深
さ
○

・
五
―
○

。
九

ｍ
を
測

る
。
Ｉ
区
の
河
道
は
こ
れ
と
は
別
で
、
幅
三
ｍ
深
さ
〇

・
三
―

一
・
五
ｍ
の
規

模
で
あ
る
。
木
簡
は
、
Ｅ
区
河
道

一
点

（①
）
、
Ｇ
区
河
道
か
ら
三
点

（②
ｌ

⑭
し
、
Ｉ
区
河
道
か
ら
六
点

（⑤
ｌ
⑩
）
出
土
し
て
い
る
。
木
衡
の
年
代
は
人

世
紀
前
半
か
ら

一
〇
世
紀
前
半
で
あ
る
。
墨
書
土
器
は
人
世
紀
の

「大
宮
」

「小
神
」
「羽
昨
郡
」
「□
寺
」
「多
真
利
」
「夜
子
」
「倉
人
」
「美
奴
九
」
、
九

世
紀
―

一
〇
世
紀
前
半
の

「大
」
軍
屋

「家
」
に
分
か
れ
る
。

な
お
、
古
墳
時
代
後
期
の
遺
物
も
多
く
、
多
量
の
祭
祀
関
連
遺
物
が
出
土
し

て
い
る
。
遺
跡
の
祭
祀
性
は
奈
良

。
平
安
時
代
も
引
き
継
が
れ
多
量
の
墨
書
土

器
、
赤
彩
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
Ｅ

・
Ｇ
区
の
谷
筋
と
Ｉ
区

の
谷
筋
で
遺
物
の
性
格
が
神
社
系
と
寺
院
系
に
分
か
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｅ
・
Ｇ
区
河
適
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国
別
社
□
日
□
略
楔
祓
集
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第
日
国
猛
□
阿
加
□
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＝
日
国
田
口
□
穂
根
」　
　
　
　
　
　
　
　
∞∽凝
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Ｎ

ｏ〓

②
　
。

江
沼
臣
□
末
呂
事
依
而
□
」

。
□

一
石
在
止
母
日
□
□
　
　
」
　
　
　
　
　
（岸こ
益
反
∽
ｏ毬



０
　
。
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□
道
郡
部
過
旧
国

〔馬
力
〕

「□
　
国
　
人

石
　
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（解ｅ
益
援
卜
Ｐ
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□
□
　
□
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（５
益

ｏ毬

Ｉ
区
河
遭

①

　

□
□
□
□
□
日
日

日
□
　
　
　
　
　
　
　

解^こ

Ｘ
こ
迷

ｏ驚

０

　

「
＜
磯
鳥
原
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞受
冨
溢

ｏ駕

０

　

段
百
十
二

段
七
十
九
歩
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ

溢
段
５

ｏ壱

大

（
⇔
Φ
）
×

（
∞
∞
）
×
ヽ
　
ｏ
∞
解

⑪

□

□

□

□

　

　

　

　

（豆

§

き

留

⑩
　
・
回
□
□
□
口
　
口

・
　

　

　

□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
（中じ

Ｘ
こ

溢

ｏ解

ω
は
長
大
な
木
簡
で
、
形
状
か
ら
地
面
に
立
て
て
境
界
な
ど
の
目
印
と
し
て

使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。
神
社
名
と
見
ら
れ
る

「オ
オ
ク
ニ
ワ
ケ
社
」
の
記
載

が
あ
る
。
「祓
集
厄
」
の
記
載
か
ら
厄
を
祓
う
た
め
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

②
は
、
裏
面
中
央
部
分
に
長
軸
方
向
に
細
長
く
や
や
深
い
ケ
ズ
リ
が
観
察
さ

れ
、
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
と
想
定
さ
れ
る
。
「江
沼
臣
□
末
呂
が
事
に
依

り
て
…
…
□
□

一
石
在
り
と
も
□
」
と
読
め
る
。
日
本
語
の
語
順

（「事
依

而
し

や
万
葉
仮
名

（「止
母
影

が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

０
は
、
「人
」
「道
」
と
い
っ
た
同
字
が
続
く
こ
と
か
ら
習
書
の
可
能
性
が
あ

之０
。①

は
、
下
面
に
は
表
面
よ
り
刃
物
を
入
れ
た
キ
リ

・
オ
リ
技
法
の
痕
跡
が
明

瞭
に
残
る
。
沿
岸
部
の
地
名
が
記
載
さ
れ
た
付
札
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
。

０
は
、
日
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
箱
物
な
ど
を
作
る
た
め
に
、
加
工
途
中
で

あ
っ
た
材
に
記
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

０
は
、
横
材
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

新
井
重
行

「指
江
Ｂ
遺
跡
出
土

一
号
木
簡
」
（側
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『宇
ノ
気
町
指
江
遺
跡
・
指
江
Ｂ
遺
跡
』
二
〇
〇
二
年
）

湯
川
善

一
「指
江
Ｂ
遺
跡
出
土
ニ
ー

一
〇
号
木
簡
」
（同
右
）

（大
西
　
顕
）
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